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朝来広
報

平成２１年

２００９ February

No.４７

２月

あ　　さ　　ご ２月

平成２１年

今月の主な内容

２～５
平成２０年度全国学力・学習状況調査
朝来市の小・中学校の結果概要

６～７市政フラッシュ

６～７我がまち朝来再発見

８～９まちのわだい

１０～１７情報掲示板

１９自分たちのまちは自分たちで

２０健康のカレンダー・各種相談
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　和田山町文化協会は１月１８日、和田山農業研修センターで

「第３１回書き初め席書大会」を開きました。

　今年の各部門の課題は、小学校３・４年生は「うし年」、５・６

年生は「初日の海」、中学生は「新春若水」、高校生・一般は「和気

万家春」、高齢者は「天地清新」。市内から集まった８０人の参加

者は、開始の合図と同時に早速それぞれの課題に挑戦。３０分

の制限時間の中、指先に気持ちを集中して筆を運んでいまし

た。



 調
査
の
目
的
　
　
　
　
　

　
学
力
と
生
活
環
境
、
学
力

と
生
活
習
慣
と
の
関
係
を
自

治
体
や
学
校
、
児
童
生
徒
が

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
明
確
に

し
て
い
く
こ
と
と
、
改
善
に

役
立
て
継
続
的
な
検
証
改
善

サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

 調
査
の
対
象
　
　
　
　
　

　
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校

３
年
生
全
員
が
対
象

 調
査
の
内
容
　
　
　
　
　

●
学
力
調
査
（
国
語
、
算
数
・

　
数
学
）

・
「
知
識
」
に
関
す
る
調
査

　
（
実
生
活
に
か
か
せ
な
い

　
「
知
識
・
技
能
」を
見
る
問

　
題
）

・
「
活
用
」
に
関
す
る
調
査

　（
知
識
を
実
生
活
の
さ
ま

　
ざ
ま
な
場
面
に
「
活
用
す

　
る
能
力
」
を
見
る
問
題
）

●
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
な

　
ど
に
関
す
る
質
問
紙
調
査

・
児
童
生
徒
へ
の
調
査

・
学
校
へ
の
調
査

　
昨
年
度
同
様
、
市
で
は
県

や
国
と
の
結
果
で
大
差
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

昨
年
度
に
比
べ
て
国
も
市
も

平
均
点
が
下
が
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
、問
題
が
難
し
く
、

複
雑
で
長
文
化
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
学
力
の
差
を

見
る
も
の
で
は
な
く
課
題
を

探
る
も
の
で
す
。
市
教
育
委

員
会
で
は
、
今
回
の
分
析
を

踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
児
童
生

徒
の
学
力
の
定
着
と
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

 国
語
に
つ
い
て
　
　
　
　

　
児
童
生
徒
と
も
、「
知
識
」

に
関
す
る
問
題
で
は
お
お
む

ね
理
解
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
学

習
内
容
の
定
着
に
努
め
、
毎

日
の
漢
字
書
き
取
り
や
音
読
、

日
記
な
ど
家
庭
と
連
携
し
た

指
導
が
効
果
を
上
げ
て
き
た

結
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、「
活
用
」
に
関
す

る
問
題
で
は
知
識
や
技
能
を

答案用紙を前にテストの開始を待つ児童たち（竹田小学校）

　
文
部
科
学
省
は
昨
年
度
に
続
き
、
平
成
　
年
４

２０

月
　
日
に
全
国
の
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年

２２
生
を
対
象
に
国
語
と
算
数
・
数
学
の
学
力
調
査
と

学
習
の
状
況
調
査
を
一
斉
に
実
施
。
朝
来
市
で
は

市
内
の
小
学
校
６
年
生
３
２
１
人
と
中
学
校
３
年

生
３
１
５
人
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
月
の
広
報
で
は
、
そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
　
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

20朝
来
市
の
小
・
中
学
校
の
結
果
概
要

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

概
要

学
力
調
査
の
結
果

広報 朝朝来来 ２



活
用
す
る
力
、
特
に
活
用
し

な
が
ら
「
書
く
こ
と
」
に
つ

い
て
は
課
題
が
あ
り
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
条

件
の
中
で
自
分
の
考
え
を
書

い
た
り
直
し
た
り
し
な
が
ら

書
く
機
会
を
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

 算
数
・
数
学
に
つ
い
て
　
　

　
算
数
は
、
お
お
む
ね
学
習

の
内
容
が
理
解
で
き
て
い
ま

す
。
特
に
、
基
本
的
な
計
算

能
力
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
数
量
関
係
や
割
合

を
判
断
し
て
違
い
を
書
く
こ

と
や
理
由
を
書
い
て
説
明
す

る
こ
と
な
ど
、
知
識
・
技
能

を
活
用
す
る
力
に
課
題
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、「
知
識
」
に

関
す
る
問
題
で
は
無
解
答
の

割
合
が
低
く
、
好
ま
し
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、

「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
で
は

無
回
答
の
割
合
は
高
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
最
後
ま
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
根

気
強
さ
や
関
心
・
意
欲
の
高

さ
が
、
正
答
率
の
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
数
学
は
、
昨
年
同
様
「
活

用
」
に
関
す
る
問
題
に
課
題

を
残
し
て
い
る
も
の
の
、
計

こんなところが課題ですこんなところができています

・文章の内容と別の資料の情報とを関連づけて選び出し、

　与えられた条件に即して自分の考えをまとめることが苦

　手です。 小 中 

・自分の考えや根拠をはっきりさせ、「○○字以上○○字以

　内」などの制限のある中で答えることが苦手です。

　 小 中 

・二つの文章の共通点や相違点を見つけ、自分の考えをま

　とめたりすることが苦手です。小

・目的や課題に沿って、図、表、絵、写真、グラフなどの

　資料から分かったことをメモに取ることが苦手です。小

・論理的な文章を作成したり、評価・批評をしたりといった

　実際に書くという作業が苦手です。 中

・記述の一部を文章中の他の語句を使って書き換えるとい

　う問題が苦手です。 中

・漢字を正しく読んだり書いたり

　するというような基本的な事項

　が理解できています。 小 中 

・聞き手を意識して分かりやす

　く話すことができています。小

・インタビューなどで相手や目的に応じて適

　切な言葉遣いでコミュニケーションができ

　ています。 小 中 

・段落の内容を理解することができています。

　小

・古典で、歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに

　直すといった基本的な言語事項が理解でき

　ています。 中

・登場人物の人間関係を整理しながら、文章

　を読み取ることができています。 中

国語

こんなところが課題ですこんなところができています

・重さや面積について、実生活で活用していく力が不

　足しています。小

・理由を書く、求め方を書くなど記述形式の問題が苦

　手です。小

・与えられた情報を整理したり選択したりして筋道を

　立てて考えるのが苦手です。小

・示された解決方法を理解し、それを用いて別の問題

　の解決方法を考え、記述することが苦手です。小

・グラフの特徴を基にグラフが示す内容を読み取り説

　明することが苦手です。小

・二元一次方程式の解の意味の理解が十分で

　なく、ｘ－ｙ＝１の解の個数についての理

　解が不十分です。 中

・三角形の合同条件が十分理解できていません。 中

・円周角の性質の理解が十分でなく、円周角の大きさ

　を求めることが苦手です。 中

・文字で示された図形の性質や条件を記号を用いて表

　すことが苦手です。 中

・反比例のグラフからｘとｙの関係式を求めることが

　苦手です。 中

・整数の乗法、整数と小数の除法の計算ができて

　います。小

・加法と乗法の混合した整数の計算と商を分数で

　表したりすることができています。小

・平行四辺形の面積を正確に求めることができて

　います。小

・ひし形、直角三角形の定義や性質が理解できて

　います。小

・百分率の意味が理解できています。小

・簡単な連立方程式を解くことができています。

　 中

・１組の平行線に直線が交わってできるときの角

　度の性質が理解できています。 中

・具体的な事象の中に比例を用いてとらえられる

　ものがあることが理解できています。 中

・言葉で表された式の特徴から数学的な意味を考

　え、事象を式の意味に即して解釈することがで

　きています。 中

・与えられた情報を分類整理することができてい

　ます。 中

算数
数学

小 …小学校６年生児童
中 …中学校３年生生徒

学力調査の結果から見た「朝来市の児童生徒」の現状
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算
の
問
題
で
は
大
き
な
改
善

が
見
ら
れ
ま
す
。一
方
、関
数

の
活
用
や
図
形
領
域
で
は
知

識
面
、
活
用
面
の
両
方
で
正

答
率
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。た
だ
し
、全
般
的
に
ど
ん

な
問
題
に
対
し
て
も
あ
き
ら

め
ず
に
答
え
を
出
そ
う
と
す

る
良
い
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
系
統
性
を
的
確
に
と
ら
え

た
効
果
的
な
学
習
活
動
を
進

め
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
全
国
平
均
と
比
べ
、
市
内

の
小
・
中
学
生
は
お
お
む
ね

良
好
な
規
則
正
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
点

が
課
題
と
い
え
ま
す
。

○
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
事

　
を
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
が
話
を
す
る
場
、
子

ど
も
の
話
を
聞
く
場
と
し
て
、

食
事
の
時
間
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
自
分
の
こ
と
を
語

り
、
ま
た
聞
い
て
も
ら
え
る

温
か
い
時
間
と
し
て
実
感
で

き
る
よ
う
、
食
事
の
場
の
環

境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

○
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ

　
Ｄ
の
視
聴
時
間
や
、
児
童

　
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や

　
ゲ
ー
ム
、
生
徒
で
は
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
時
間

　
が
長
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く

た
め
の
社
会
性
を
育
て
る
に

は
、
人
と
の
対
話
や
実
体
験

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
１
日

の
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
中

に
あ
っ
て
、
時
間
の
使
い
方

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
生
徒
の
１
日
の
学
習
時
間

が
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い

る
こ
と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、

こ
の
時
間
は
減
ら
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

○
家
や
図
書
館
で
の
読
書
時

　
間
が
１
日
　
分
以
下
又
は

３０

　
全
く
し
な
い
生
徒
が
い
ま

　
す
。

　
読
書
の
果
た
す
役
割
は
大

き
く
、
す
べ
て
の
学
力
の
基

礎
を
養
う
と
と
も
に
生
涯
学

習
を
支
え
る
学
習
習
慣
で
も

あ
り
ま
す
。
児
童
か
ら
生
徒

へ
と
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、

さ
ら
に
読
書
習
慣
の
確
立
が

望
ま
れ
ま
す
。

○
生
徒
の
携
帯
電
話
所
持
率

　
が
全
国
傾
向
と
同
様
に
高

　
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
携
帯
電
話
を
め
ぐ
る
問
題

が
多
発
し
て
い
る
昨
今
、
そ

の
所
持
や
使
い
方
な
ど
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
大
人
が
そ
の
実
態

を
知
り
、
方
策
を
立
て
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。

○
地
域
の
行
事
に
は
よ
く
参

　
加
し
ま
す
が
、
住
ん
で
い

　
る
地
域
の
歴
史
や
自
然
に

　
つ
い
て
の
関
心
が
薄
い
児

　
童
が
い
ま
す
。
今
住
ん
で

　
い
る
地
域
の
歴
史
や
自
然

　
に
つ
い
て
関
心
が
あ
ま
り

　
な
く
、
地
域
の
行
事
に
参

　
加
し
な
い
生
徒
が
い
ま
す
。

　
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域

を
知
り
、
多
く
の
人
と
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど

も
の
誇
り
や
自
信
と
な
り
ま

す
。
地
域
に
関
わ
る
活
動
や

学
習
は
、
児
童
生
徒
の
生
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
自
尊

感
情
（
自
分
を
か
け
が
え
の

な
い
大
切
な
も
の
と
実
感
し
、

自
分
を
好
き
に
な
る
感
情
）

を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　
生
徒
に
あ
っ
て
は
、
部
活

動
な
ど
で
時
間
が
と
り
に
く

い
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
活
動
に
参
加
し
、
地
域
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
で
、

そ
の
担
い
手
と
し
て
大
き
く

育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

○
家
で
授
業
の
予
習
や
復
習

　
を
し
た
り
、
自
分
で
計
画

　
を
立
て
て
勉
強
を
し
た
り

　
す
る
こ
と
が
で
き
に
く
い

　
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
宿
題
は
ほ
と
ん
ど
の
児
童

生
徒
が
し
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
予
習
・
復
習
・
計
画
を

立
て
て
の
学
習
を
し
て
い
る

生
徒
児
童
の
割
合
は
低
い
傾

学
習
状
況
調
査
の
結
果

小学校６年生算数「知識」に関する問題

 次の問題を答えましょう。

①約１㎏の重さのものを、下の１から４までの

　中から１つ選んで、その番号を書きましょう。

１　空のランドセル１個の重さ

２　１円玉１枚の重さ

３　５段のとび箱全体の重さ

４　ハンカチ１枚の重さ

児童の答え　①では、３の「５段のとび箱」

　と答えた児童が約３割、②では、３の「教

　科書の表紙」や４の「教室１部屋」と答え

　た児童がそれぞれ約４割いました。 

今後の指導　面積を計算で求めることはで

　きていますが、実際の生活に結びついて

　いないことが原因と考えられます。算数

　的な作業や体験を取り入れた実感的な理

　解、実生活への活用を重視した指導を図

　る必要があります。

地域行事に参加して地域を
知り、多くの人と関わって
いくことが子どもたちの誇
りや自信となります。（写真
は粟鹿神社の子どもみこし
の地区巡回）

こんな問題が出題されました

②約１５０㎠の面積のものを、下の１から４まで

　の中から１つ選んで、その番号を書きましょ

　う。

１　切手１枚の面積

２　年賀はがき１枚の面積

３　算数の教科書１冊の表紙の面積

４　教室１部屋のゆかの面積

広報 朝朝来来 ４

※問題の答えは５ページの欄外



向
に
あ
り
ま
す
。
自
立
し
た

学
習
習
慣
を
、
子
ど
も
の
う

ち
か
ら
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
が
、
生
涯
学
習
の
基
礎
を

築
く
上
で
大
切
で
す
。

　
児
童
生
徒
の
学
力
と
日
常

生
活
の
状
況
に
は
と
て
も
興

味
深
い
関
係
が
う
か
が
え
ま

す
。

○
正
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ

　
る
児
童
生
徒
に
は
次
の
よ

　
う
な
生
活
の
状
況
が
み
ら

　
れ
ま
す
。

・
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
。

・
最
後
ま
で
や
り
と
げ
た
う

　
れ
し
い
経
験
が
あ
る
。

・
学
校
の
き
ま
り
を
守
っ
て

　
い
る
。

・
友
達
と
の
約
束
を
守
っ
て

　
い
る
。

・
人
の
気
持
ち
が
分
か
る
人

　
間
に
な
り
た
い
、
人
の
役

　
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い

　
と
思
っ
て
い
る
。

・
家
で
宿
題
を
し
て
い
る
。

○
正
答
率
が
低
い
傾
向
に
あ

　
る
児
童
生
徒
に
は
次
の
よ

　
う
な
生
活
の
状
況
が
み
ら

　
れ
ま
す
。

・
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
事

　
を
し
て
い
る
。

・
動
物
を
飼
育
し
た
り
、
花

　
や
野
菜
を
育
て
た
り
し
た

　
経
験
が
少
な
い
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
長
時

　
間
し
た
り
、
携
帯
電
話
の

　
メ
ー
ル
な
ど
を
ほ
ぼ
毎
日

　
し
た
り
し
て
い
る
。

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
分

析
に
よ
り
、
活
用
す
る
力
に

課
題
が
あ
る
と
い
っ
た
結
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
活
用
す

る
力
を
育
て
る
た
め
に
は
、

実
際
の
生
活
の
場
面
に
即
し

た
体
験
や
実
感
を
と
も
な
っ

た
学
習
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
す
ま
す
作
業
や
体
験
を
取

り
入
れ
た
学
習
形
態
が
大
切

で
す
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た

授
業
を
行
う
こ
と
が
、
児
童

生
徒
に
と
っ
て
「
学
び
た
い
」

「
知
り
た
い
」
と
い
う
興
味
や

関
心
の
高
ま
る
授
業
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
教

員
の
授
業
力
が
さ
ら
に
向
上

し
て
い
く
た
め
の
支
援
を
継

続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
算

数
・
数
学
で
の
９
年
間
の
系

統
性
を
持
た
せ
た
小
・
中
学

校
の
連
携
事
業
を
ほ
か
の
教

科
に
広
げ
る
な
ど
研
究
を
推

進
し
て
い
く
方
針
で
す
。
ま

た
、
小
学
校
で
の
外
国
語
活

動
で
も
、
中
学
校
の
英
語
教

師
と
小
学
校
の
教
員
が
協
力

し
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
と
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
の
授
業
作
り
を
行
う

取
組
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
普
段
か
ら
小

学
校
と
中
学
校
と
が
交
流
に

努
め
た
り
、
小
学
校
間
の
交

流
を
組
織
的
に
実
施
し
た
り

す
る
な
ど
、
市
内
の
教
員
が

協
力
し
、
お
互
い
の
研
究
が

推
進
し
や
す
い
体
制
を
整
え

な
が
ら
、
朝
来
市
の
児
童
生

徒
の
学
力
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。
生
活
面
で
の
家
庭
や

地
域
で
の
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

今
後
に
向
け
て

生
活
と
学
習
状
況
の
関
連

○児童は６時～７時、生徒は６時３０分～７時３０分の間

　に起床し、毎日朝食を食べて登校しています。

○学校に持っていくものを前日か、その日の朝に確かめ

　ています。また、近所の人にあいさつをよくしていま

　す。

○人の気持ちが分かり、人の役に立つ人間になりたいと

　思っています。また、人が困っているときは進んで助

　けようとしています。

○いじめはどんな理由があってもいけないことだと思っ

　ています。

○学校では好きな授業があり、友達に会うのが楽しいと

　思っています。

○学校のきまりや、友達との約束をよく守っています。

○将来の夢や希望を持ち、ものごとを最後までやりとげ

　てうれしかった経験があります。

○家の人と夕食を一緒に食べ、学校での出来事について

　話をしています。

○包丁やナイフを使って調理をした経験や海、山、川で

　遊んだ経験があります。

○家庭学習を毎日３０分～２時間していて、学校の宿題も

　できています。

○テレビやビデオ、ＤＶＤを児童は１日１時間～３時間、

　生徒は１時間～４時間視聴しています。

○就寝時刻は、児童は２１時～２３時、生徒は２２時～２４時

　が多く、睡眠は、児童は８時間～１０時間、生徒は６時

　間～８時間とっています。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
緯
６
７
７－

２
１
１
５

活用する力を育てるためには、作業
や体験を取り入れた学習形態が大切
です。（写真は理科のおもしろ実験
（枚田小学校））

ALTによる英語の授業（生野中
学校）

学習状況調査の結果から見た

朝来市の児童生徒の姿

平成２１年２月平成２１年２月号号５

※４ページの答え　①：１　②：２



　
い
つ
の
世
に
限
ら
ず
、
戦
争
は

悲
惨
な
も
の
で
す
。中
世
の
戦
争

の
実
態
に
つ
い
て
は
、全
国
各
地

に
残
る
中
世
の
文
献
を
ま
と
め
た

『
雑
兵
た
ち
の
戦
場（
藤
木
久
志

著
）』と
い
う
書
物
の
中
に
生
々
し

く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
世
の
戦
場
は
、ま
さ
に
乱
暴

ろ
う
ぜ
き
の
世
界
で
す
。戦
争
に

か
り
だ
さ
れ
た
雑
兵
た
ち
に
は
、

特
に
恩
賞
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、戦
場
で
は「
略
奪
・
暴
行
」を

行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、雑
兵

が「
食
い
つ
な
ぐ
」た
め
の
一
つ
の

手
段
で
も
あ
り
ま
し
た
。戦
場
と

な
っ
た
村
々
は
、こ
の
雑
兵
た
ち

の
乱
暴
ろ
う
ぜ
き
か
ら
自
ら
の
生

命
財
産
を
守
る
た
め
、自
衛
の
組

織
を
作
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
試

み
を
重
ね
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

一
方
で
は
安
全
を
お
金
で「
買
う
」

と
い
う
手
段
も
と
ら
れ
て
い
ま
し

た（
そ
の
額
は
内
容
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
）
。こ
の
安
全
を
お
金
で

買
っ
た
一
つ
の
歴
史
資
料
と
し
て
、

和
田
山
町
岡
田
の
法
宝
寺
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
 制
札
 を
紹
介
し
ま
す
。

せ

い

さ

つ

―
・
―
・
―
・
―
・
―
　

　
制
札
と
は
、「
禁
令
の
箇
条
を
記

し
て
 路
傍
 や
社
寺
の
境
内
な
ど
に

ろ

ぼ

う

立
て
る
立
て
札
」（
「
広
辞
苑
」よ

り
）
の
こ
と
で
、そ
の
中
で
も
あ
る

行
為
を
差
し
止
め
る
こ
と
を
記
し

た
も
の
を
 禁
制
 と
呼
ん
で
い
ま
す
。

き

ん

せ

い

　
法
宝
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、こ
の
禁
制
に
当
た
り
ま
す
。

　
法
宝
寺
の
禁
制
は
天
正
５
年

（
１
５
７
７
）に
作
成
さ
れ
た
も
の

で
、筑
前
守（
花
押
）と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
羽
柴
秀
吉
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。こ
の
禁
制

に
記
さ
れ
た
内
容
を
簡
単
に
紹
介

す
る
と
、「
当
、室
尾
寺
の
中
で
乱

暴
ろ
う
ぜ
き
を
働
い
た
り
放
火
・

山
林
の
竹
木
を
伐
採
し
て
は
な
ら

な
い
。こ
れ
に
違
反
す
る
者
は
速

や
か
に
厳
罰
に
処
す
る
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。（
「
室
尾
寺
」は
法
宝

寺
の
こ
と
で
す
。）

　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
禁
制
が
発

制制札札
市指定文化財：歴史資市指定文化財：歴史資料料

第１５回

広報 朝朝来来 ６

　
市
は
平
成
　
年
　
月
　
日
、
さ
ん

２０

１２

１７

と
う
緑
風
ホ
ー
ル
で
朝
来
市
庁
舎
建

設
検
討
委
員
会
（
角
野
幸
博
委
員
長
）

か
ら
新
庁
舎
の
建
設
第
１
候
補
地
の

提
案
を
受
け
ま
し
た
。

　
提
案
書
で
は
、
新
市
街
地
と
し
て

の
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
交

通
の
利
便
性
の
高
さ
な
ど
か
ら
国
道

３
１
２
号
沿
線
の
「
新
市
街
地
区
域
」

を
新
庁
舎
建
設
の
第
一
候
補
と
し
た

選
定
理
由
な
ど
を
明
記
。
ま
た
付
帯

意
見
と
し
て
、
財
政
計
画
と
の
整
合

を
図
り
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に

し
て
長
期
的
な
事
業
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
な
ど
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
提
案
を
尊
重
し
な

が
ら
、
今
年
度
中
に
「
朝
来
市
新
庁

舎
建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
の
候
補
地
を
提
案

新新
　
市
消
防
本
部
は
１
月
７
日
、
同
本

部
屋
外
訓
練
場
で
平
成
　
年
の
訓
練

２１

始
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
署
員
　
人
と
車
両
６
台

４６

が
出
動
し
、「
雑
居
ビ
ル
３
階
で
火

災
が
発
生
。
１
人
は
脱
出
し
た
が
３

階
と
４
階
に
数
人
が
取
り
残
さ
れ

た
」
と
の
想
定
で
訓
練
を
開
始
。
現

場
に
見
立
て
た
訓
練
塔
に
は
し
ご
車

と
救
助
工
作
車
が
急
行
し
、
隊
員
が

屋
内
で
逃
げ
遅
れ
た
人
を
４
階
ベ
ラ

ン
ダ
か
ら
救
助
用
ロ
ー
プ
を
使
う
な

ど
し
て
脱
出
さ
せ
る
救
助
訓
練
や
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
か
ら
９
口
の
一
斉

放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

害
の
な
い
地
域
を
め
ざ
し
て

災災

突然の災害に備え的確に訓練が行われました

井上市長に提案書を提出する角野会長
（右）

せいさつ



平成２１年２月平成２１年２月号号７
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行
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。但
馬

は
織
田
信
長
の
天
下
統
一
の
過
程

で
、二
度
に
わ
た
り
羽
柴
秀
吉（
実

際
は
弟
の
羽
柴
秀
長
）の
攻
撃
を

受
け
ま
し
た
。こ
の
禁
制
は
秀
長

の
天
正
５
年（
１
５
７
７
）の
第
一

次
但
馬
攻
め
の
時
に
作
成
さ
れ
た

も
の
で
、室
尾
寺
が
、羽
柴
秀
吉
の

軍
勢
か
ら「
安
全
」を
買
い
取
っ
た

証
拠
と
な
る
も
の
で
す
。ま
た
、こ

の
制
札
に
よ
っ
て
、太
田
垣
氏
の

本
城
で
あ
る
竹
田
城
を
攻
略
す
る

た
め
、羽
柴
秀
吉
が
同
年
　
月
９

１１

日
ご
ろ
に
室
尾
寺
周
辺
に
陣
を
構

築
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。な

お
、こ
の
竹
田
城
攻
撃
は
、『
信
長

公
記
』の
「
先
、山
口
岩
州
の
城
攻

落
と
す
。此
の
境
に
、小
田
垣（
太

田
垣
）楯
籠
る
竹
田
へ
取
懸
け
、
是

又
退
散
。則
ち
普
請
申
付
け
、
木
下

小
一
郎（
秀
長
）を
城
代
と
し
て
入

れ
お
か
れ
候
へ
き
。」（
十
月
廿
八

日
）と
い
う
記
述
で
裏
付
け
ら
れ

ま
す
。―

・
―
・
―
・
―
・
―
　

　
法
宝
寺
は
真
言
宗
高
野
山
派
で
、

室
尾
山
と
号
し
ま
す
。元
々
は
旧

朝
来
郡
と
旧
養
父
郡
の
境
界
の
室

尾
山
中
腹
に
あ
り
ま
し
た
が
、そ

の
後
昭
和
９
年
庫
裏
が
雪
害
を
受

け
、昭
和
　
年
に
寺
全
体
が
現
在

１７

の
場
所
に
移
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

廃
寺
・
社
跡
は
山
中
に
存
在
し
、朝

来
市
室
尾
森
林
自
然
公
園
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
の
一
部
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
但
馬
で
発
行
さ
れ
た
秀
吉
の
禁

制
は
、法
宝
寺
を
含
め
、福
成
寺
と

小
田
井
神
社（
共
に
豊
岡
市
）の
３

か
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
し
か
し
、
福
成
寺
の
も
の
は
紙

に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、小

田
井
神
社
の
も
の
は
原
本
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。し
た
が
っ
て
、
当
時
の

禁
制
と
し
て
の
体
裁
を
今
に
伝
え

て
い
る
の
は
こ
の
法
宝
寺
の
も
の

だ
け
な
の
で
す
。

　
法
宝
寺
の
禁
制
は
、秀
吉
の
第

一
次
但
馬
侵
攻
を
証
明
す
る
も
の

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、織
豊
期
の

禁
制
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
上
で

貴
重
な
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

※
こ
の
制
札
は
原
則
公
開
さ
れ
て
い
る

　
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。見
学
を
希

　
望
さ
れ
る
場
合
は
、法
宝
寺
に
見
学

　
希
望
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

禁制（法宝寺蔵）

　
市
は
平
成
　
年
　
月
　
日
、
市
役

２０

１２

１０

所
市
長
室
で
第
二
次
分
権
型
社
会
シ

ス
テ
ム
検
討
懇
話
会
（
中
川
幾
郎
委

員
長
）か
ら「
朝
来
市
自
治
基
本
条

例
」と「
市
民
憲
章
」
の
検
討
結
果
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
７
章
　
条
か
ら
成
る
素
案
で
は
、

３２

「
参
画
と
協
働
、情
報
の
共
有
、自
律

と
共
助
」
の
３
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
原
則
と
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
中

心
で
あ
る
市
民
と
、
そ
れ
を
支
え
る

議
会
、
行
政
の
役
割
と
責
務
を
明
記

し
た
ほ
か
、
同
条
例
の
最
高
規
範
と

し
て
の
位
置
付
け
や
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
盤
と
も
な
る
地
域
自
治

協
議
会
に
つ
い
て
明
文
化
し
て
い
ま

す
。

治
基
本
条
例
・
市
民
憲
章
の
検
討
結
果
を
報
告

自自
　
市
教
育
委
員
会
は
、
和
田
山
町
平

野
に
あ
る
但
馬
地
方
最
大
の
前
方
後

円
墳「
池
田
古
墳
」の
発
掘
調
査
で
古

墳
の
基
底
部（
墳
 裾
 ）と
第
１
段
目
の

す

そ

平
面
部
分
の
 埴
輪
 列
、
第
２
段
目
の

は

に

わ

 葺
 石
を
確
認
し
ま
し
た
。

ふ

き　
こ
の
調
査
は
、
国
の
補
助
を
受
け
、

平
成
　
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の

１８

で
今
年
度
で
３
年
目
。
今
回
確
認
し

た
場
所
は
後
円
部
南
側
で
、
第
１
段

目
の
平
面
部
分
の
規
模
が
約
３
・
６

㍍
で
あ
る
こ
と
や
、
第
１
段
目
と
第

２
段
目
の
葺
石
の
角
度
が
違
う
こ
と

が
分
か
っ
た
ほ
か
、
第
１
段
目
の
平

面
部
分
か
ら
１
列
に
並
ん
だ
９
本
の

円
筒
埴
輪
や
朝
顔
形
埴
輪
な
ど
の
破

片
約
１
千
点
も
出
土
し
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
確
認

し
た
資
料
を
今
後
の
調
査
や
復
元
作

業
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

田
古
墳
か
ら
９
本
の
円
筒
埴
輪
が
出
土

は

に

わ

池池

検討報告書を提出する藤井義正副委員長（左）と
井上市長

但馬一円を治めていた有力者を埋葬す
るために５世紀初めに作られたとされ
る池田古墳。今回の調査で、後円部分第
１段目の平面部分から１列に並んだ円
筒埴輪が見つかりました。
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新
春
・
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
が
１
月
１

日
、市
内
３
か
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
和
田
山
公
民
館
は
、

市
役
所
本
庁
舎
前
を
発
着
点
に
第
　３７

回
和
田
山
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開

催
。
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
の
今
年
一

年
の
健
康
を
願
う
と
と
も
に
、
家
族

そ
ろ
っ
て
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
毎

年
開
催
し
て
い
る
こ
の
大
会
に
は
、

今
年
は
百
　
人
が
参
加
。
新
春
の
ま

４８

ち
並
み
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
山
東
公
民
館
や
市
役

所
朝
来
庁
舎
前
ス
タ
ー
ト
の
元
旦
マ

ラ
ソ
ン
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
市
内
各
地
で
合
計
４

百
　
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
初
め
を

７８
楽
し
み
ま
し
た
。

４４
百百
　
人
が
元
旦
の
朝
来
市
を
駆
け

人
が
元
旦
の
朝
来
市
を
駆
け
るる

7878

　
和
田
山
上
町
の
二
宮
神
社
で
１
月

　
日
、「
十
日
え
び
す
」
が
行
わ
れ
ま

１０し
た
。

　
同
神
社
に
は
西
宮
神
社
の
分
院
が

あ
り
、
百
年
以
上
続
く
と
さ
れ
て
い

る
十
日
え
び
す
は
「
和
田
山
の
え

べ
っ
さ
ん
」
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
夜
明
け
前
か
ら
た
く
さ

ん
の
参
拝
客
が
訪
れ
、
商
売
繁
盛
や

家
内
安
全
を
祈
願
。
境
内
で
は
縁
起

物
の
吉
兆
を
買
い
求
め
る
人
や
福
く

じ
を
引
く
人
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
、

３
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

家
内
安
全
、
商
売
繁
盛
を
願
っ

家
内
安
全
、
商
売
繁
盛
を
願
っ
てて

広報 朝朝来来 ８

商売繁盛や家内安全を願い「熊手」を買う参拝客ら

　
市
は
１
月
　
日
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー

１１

ホ
ー
ル
で
成
人
式
を
開
き
ま
し
た
。

　
今
年
新
た
に
成
人
を
迎
え
た
の
は
、

昭
和
　
年
４
月
か
ら
平
成
元
年
４
月

６３

に
か
け
て
生
ま
れ
た
３
百
　
人
で
、

９３

式
に
は
３
百
　
人
が
出
席
。
式
で
は
、

１１

井
上
市
長
が「
柔
軟
な
発
想
と
知
恵

を
持
ち
、地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
若

い
力
と
行
動
力
に
大
い
に
期
待
し
ま

す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。式
後
の

成
人
の
つ
ど
い
で
は
、お
笑
い
ス

テ
ー
ジ
な
ど
が
行
わ
れ
、新
成
人
ら

は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

新
成
人
の
晴
れ
の
門
出
を
祝

新
成
人
の
晴
れ
の
門
出
を
祝
うう

　
山
東
町
与
布
土
に
あ
る
「
よ
ふ
ど

温
泉
」
の
入
湯
者
数
が
１
月
７
日
、

百
万
人
に
到
達
し
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
百
万
人
目
と
な
っ
た

の
は
、
姫
路
市
か
ら
家
族
４
人
で
訪

れ
た
竹
田
直
利
さ
ん
。
同
温
泉
の
松

本
支
配
人
か
ら
地
元
産
こ
し
ひ
か
り

や
入
浴
優
待
券
な
ど
の
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
さ
ん
は
「
よ
ふ
ど
温
泉
に
来

た
の
は
３
回
目
。
静
か
な
と
こ
ろ
が

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
百
万
人
目
の

入
湯
者
と
知
ら
さ
れ
て
、
思
い
も
よ

ら
な
い
こ
と
で
び
っ
く
り
。
今
後
も

ま
た
利
用
し
た
い
で
す
ね
。」
と
話
し

た
後
、
さ
っ
そ
く
温
泉
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

よ
ふ
ど
温
泉
が
入
湯
者
百
万
人
を
達

よ
ふ
ど
温
泉
が
入
湯
者
百
万
人
を
達
成成

「成人としての自覚をもち、社会に貢献し続けるこ

とを誓います」と決意を述べる新成人代表の中島弘

道さん

寒さに負けず、走り初め（市役所本庁舎
前）

１００万人目の入湯者となり記念品を受け取
る竹田さん（右端）と家族
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平成２１年２月平成２１年２月号号９

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

　
生
野
小
学
校
と
奥
銀
谷
小
学
校
３

年
生
の
児
童
　
人
が
１
月
　
日
、
生

４１

２３

野
小
学
校
で
黒
大
豆
の
豆
腐
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、
地
元
の
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
「
栃
原
ゆ
う
み
い
グ
ル
ー
プ
」

の
メ
ン
バ
ー
に
作
り
方
を
教
わ
り
な

が
ら
、
黒
大
豆
か
ら
作
っ
た
豆
乳
を

し
ぼ
り
出
し
、
に
が
り
を
入
れ
て
固

め
る
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
豆
腐
の
作
成
過
程
で
で
き
た
お

か
ら
は
、
見
学
に
来
て
い
た
保
護
者

ら
が
野
菜
な
ど
と
混
ぜ
て
サ
ラ
ダ
に
。

出
来
上
が
っ
た
後
の
試
食
で
は
児
童

ら
が
「
お
い
し
い
ね
」
と
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
な
が
ら
つ
く
り
た
て
の
豆
腐

と
お
か
ら
の
サ
ラ
ダ
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

黒
大
豆
の
豆
腐
づ
く
り
に
挑

黒
大
豆
の
豆
腐
づ
く
り
に
挑
戦戦

　
生
野
ま
ち
づ
く
り
工
房
井
筒
屋
運

営
委
員
会
は
平
成
　
年
　
月
　
日
、

２０

１２

２７

「
も
ち
花
」
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。

　「
も
ち
花
」
は
、
枝
に
つ
け
た
紅
白

の
も
ち
が
頭
を
垂
れ
た
稲
穂
の
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
豊
作
を
願
っ
て

作
ら
れ
る
伝
統
的
な
正
月
の
飾
り
物
。

同
委
員
会
が
こ
の
よ
う
な
昔
か
ら
の

風
習
を
次
世
代
に
伝
え
よ
う
と
開
催

し
、
今
年
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
親
子
連
れ
な
ど

約
百
人
は
、
う
す
と
き
ね
で
つ
い
た

紅
白
の
も
ち
を
小
さ
く
丸
め
て
ク
ロ

モ
ジ
の
木
の
枝
に
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
飾
り
付
け
、
き
れ
い
な
も
ち
花
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

一
面
に
咲

一
面
に
咲
くく
い
ろ
鮮
や
か
な
も
ち

い
ろ
鮮
や
か
な
も
ち
花花

　
韓
国
慶
州
市
の
 柳
林
 初
等
学
校
の

ユ
ー
リ
ン

児
童
ら
　
人
の
訪
問
団
が
１
月
　
日

３５

１２

か
ら
　
日
ま
で
の
４
日
間
、
朝
来
市

１５

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
は
、
山
東
町
国
際
文
化

交
流
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
始
め
た

も
の
で
今
年
で
２
回
目
。　

日
に
は

１３

同
訪
問
団
が
町
内
の
３
小
学
校
に
分

か
れ
て
訪
問
。
梁
瀬
小
学
校
で
は
、

柳
林
初
等
学
校
の
児
童
　
人
が
歌
や

１４

合
奏
で
歓
迎
を
受
け
た
後
、
け
ん
玉

や
お
手
玉
な
ど
の
正
月
遊
び
や
書
き

初
め
を
楽
し
み
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

日
本
の
正
月
遊
び
で
交
流
を
深
め

日
本
の
正
月
遊
び
で
交
流
を
深
め
るる

井筒屋は紅白のもちの花でいっぱいに

柳林初等学校の児童（中央）にけん玉の遊び方を丁寧に教
える梁瀬小学校児童

　
和
田
山
中
学
校
剣
道

部
女
子
が
昨
年
　

月
１２

　
・
　
日
の
両
日
、姫
路

２０

２１

市
の
県
立
武
道
館
で
行

わ
れ
た「
第
　
回
県
中

２６

学
校
新
人
大
会
」団
体

戦
に
出
場
。但
馬
勢
で

は
初
と
な
る
優
勝
の
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。
ま

た
、　
月
　
日
に
同
武

１２

２８

道
館
で
行
わ
れ
た
全
国

大
会「
内
閣
総
理
大
臣

杯
」に
は
県
代
表
と
し

て
出
場
。決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
３
回
戦
で
熊
本

県
代
表
の
尚
絅
中
学
校

県新人大会団体戦優勝の和田山中学校剣道
部女子。３月２７日には全国中学校総体プレ
大会（開催地：熊本県人吉市）に出場します。

に
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
、全
国
で
ベ
ス
ト
　
と
１６

い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を

残
し
ま
し
た
。

和田山中剣道部女子

第２６回県中学校新人大会で優勝、同全国大会でベスト１６！！

[お詫びと訂正]　１月号で誤りがありました。１５ページ

の「まちのわだい」で、彫型画を寄贈いただいた方は、吉

村悦子さんです。ご本人及び関係者の皆様に大変ご迷惑を

おかけしました。お詫びして訂正いたします。 

重しをして水分を抜いて豆腐にするた
めに、にがりを入れて固まった塊を木箱
に入れて木綿でくるむ児童ら。



　
市
は
、
緊
急
経
済
支
援

と
し
て
新
た
に
「
朝
来
市

信
用
保
証
料
補
助
制
度
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

▽
対
象
者
　
朝
来
市
中
小

　
企
業
融
資
制
度
を
利
用

　
す
る
人
で
、
中
小
企
業

　
信
用
保
険
法
第
２
条
第

　
４
項
各
号
の
「
セ
ー
フ

　
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
」
の

　
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

　
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会

　
へ
保
証
料
を
支
払
う
人

▽
補
助
額
　
兵
庫
県
信
用

　
保
証
協
会
に
支
払
う
保

　
証
料
の
３
年
分
に
相
当

　
す
る
額
（
市
が
定
め
る

　
算
式
に
よ
り
計
算
し
ま

　
す
の
で
実
際
に
支
払
う

　
額
と
は
異
な
り
ま
す
。）

▽
手
続
　
所
定
の
交
付
申

　
請
様
式
に
よ
り
市
役
所

　
商
工
観
光
課
に
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。（
取
扱
金

　
融
機
関
の
証
明
が
必
要

　
と
な
り
ま
す
。）

▽
受
付
期
間
　
平
成
　
年
２２

　
３
月
　
日
　
ま
で

３１

（水）

▽
そ
の
他
　
融
資
で
き
る

　
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

・
融
資
に
関
す
る
こ
と

　
各
町
商
工
会
又
は
取
扱

　
金
融
機
関

・
補
助
金
に
関
す
る
こ
と

　
市
役
所
商
工
観
光
課

　
緯
６
７
２－

４
０
０
３

※
共
済
期
間
…
平
成
　
年
２１

　
４
月
１
日
～
平
成
　
年
２２

　
３
月
　
日
３１

　
市
町
交
通
災
害
共
済
は
、

県
下
の
市
町
の
助
け
合
い

に
よ
り
交
通
事
故
に
よ
る

傷
害
な
ど
に
対
し
、
見
舞

金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　
一
人
年
額
５
百
円
の
掛

金
で
、１
件
３
万
円（
３
日

以
上
通
院
の
場
合
の
最
低

額
）か
ら
　
万
円（
死
亡
の

８０

場
合
の
最
高
額
）
ま
で
見

舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
各
家
庭
に
、
加
入
申
込

書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

地
域
ぐ
る
み
・
家
族
ぐ
る

み
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
市
役
所
生
活
環
境
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
１

・
生
野
支
所
地
域
振
興
課

　
緯
６
７
９－
５
８
０
１

・
山
東
支
所
地
域
振
興
課

　
緯
６
７
６－

２
０
８
０
　（代）

・
朝
来
支
所
地
域
振
興
課

　
緯
６
７
７－

２
１
１
０

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人
で

も
、
次
の
よ
う
な
状
態
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合

は
障
害
者
控
除
対
象
者
の

広報 朝朝来来 １０

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

日時：２月２２日（日）８：３０～１２：００

場所：道の駅「但馬のまほろば」　☎６７６－５１２１

採れたて新鮮野菜、

味噌や佃煮・漬物

などが満載！！

一般道からも利用できます！

産 直 の 会

道の駅「但馬のまほろば」 「朝市」

■問い合わせ先　市役所市民課　☎６７２－６１２０

　１月１日から「産科医療補償制度」がスタートし、出産育児一時金が変わりまし

た。この制度に加入している分娩機関で出産した場合には、出産育児一時金３８万

円が支給されます。（産科医療補償制度に加入していない分娩機関で出産した人に

は、従来どおり３５万円が支給されます。）

産科医療補償制度とは　通常の妊娠・分娩にもかかわらず、赤ちゃんが重度脳性ま

　ひになった場合、速やかに補償を受けることができ、またその原因を分析するこ

　とで、安心して産科医療を受けられる環境整備を目指して創設された制度。妊産

　婦の皆さんには、産科医療補償制度に加入する分娩機関から制度の対象者であ

　ることを示す「登録証」が、安定期を迎える妊娠５か月頃までに交付されますの

　で、大切に保管してください。（出産育児一時金の申請にも「登録証」が必要とな

　ります。）

情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

暮らしのお知らせ

障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
の
申
請

朝
来
市
信
用
保
証
料
補

助
制
度

平
成
　
年
度
市
町
交
通

２１

災
害
共
済
の
加
入

《出産育児一時金についてのお知ら《出産育児一時金についてのお知らせせ》》

第第３３２２回回 のの保保国国 ひひ ろろ ばば

○「産科医療補償制度」の内容や制度に加入してしている分娩機関は「産科医療補償制度」のホ

　ームページ(http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/)で確認することができます。



平成２１年２月平成２１年２月号号１１

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
こ
の
認
定
を
受
け
る
と
、

確
定
申
告
時
に
障
害
者
控

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者
　
要
介
護
認
定

　
を
受
け
て
い
る
人
で
次

　
の
よ
う
な
状
態
の
人

①
寝
た
き
り
で
複
雑
な
介

　
護
を
要
す
る
状
態

②
認
知
症
な
ど
、
心
身
に

　
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら

　
れ
る
状
態

▽
申
請
場
所
　
市
役
所
高

　
年
福
祉
課
又
は
各
支
所

　
地
域
振
興
課

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
高
年
福
祉
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
４

　
県
は
「
但
馬
夢
テ
ー
ブ

ル
委
員
（
第
５
期
）」を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
　
百
人
程
度

▽
応
募
資
格
　

・
４
月
１
日
現
在
で
満
　１８

　
才
以
上
の
人

・
但
馬
地
域
で
地
域
づ
く

　
り
の
実
践
活
動
を
行
っ

　
て
い
る
人
又
は
そ
の
意

　
欲
の
あ
る
人

▽
任
期
　
４
月
～
平
成
　２３

　
年
３
月
末（
２
年
間
）

▽
応
募
締
切
　
２
月
　
日
２８

　
　（土）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
但
馬

　
県
民
局
企
画
調
整
部
地

　
域
ビ
ジ
ョ
ン
課

　
緯
０
７
９
６
―
２
６
―
３
６
１
５

　
市
は
次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間
　
２
月

　
　
日
　
 ～
　
日
　

１６

（月）

２３

（月）

▽
入
居
申
込
資
格

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

　
い
な
い
人

・
単
身
世
帯
で
な
い
人

・
①
②
の
住
宅
…
現
在
住

　
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　
と
が
明
ら
か
で
、
１
か

　
月
当
た
り
の
所
得
（
政

　
令
月
収
）が
、　
万
円
を

２０

　
超
え
な
い
人

・
③
の
住
宅
…
１
か
月
当

　
た
り
所
得（
政
令
月
収
）

　
が
、
　
万
円
以
上
　
万

２０

３２

　
２
千
円
以
下
の
人

※
政
令
月
収
＝
（
世
帯
全

　
員
の
年
間
所
得－

諸
控

　
除
額
）÷
　１２

　
　
な
お
、
入
居
者
決
定

　
後
の
手
続
き
の
際
に
は
、

　
保
証
人
２
人
（
市
内
在

　
住
の
人
と
３
親
等
内
の

　
親
族
）
の
実
印
、
印
鑑

　
証
明
書
及
び
所
得
証
明

　
書
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
み
　
市
役
所
都
市

　
開
発
課
又
は
各
支
所
地

　
域
振
興
課
に
備
え
付
け

　
の
申
込
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
上
、
添
付
書

　
類
を
添
え
て
本
庁
又
は

　
各
支
所
に
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。
申
込
者
数

　
が
募
集
戸
数
を
超
え
る

　
時
は
、
抽
選
で
入
居
者

　
を
決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
都
市
開
発
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
７

税
２月の税

固定資産税　　　　４期

納期　３月２日（月）まで

２月の税

“しない・させない・許さない”　不法投棄・野焼き（一部例外を除く）は法律違反！！通報は、朝来警察署（☎６７２－０１１０）又は市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）まで。

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

■問い合わせ先　農業委員会事務局（市役所農業振興課）

　　　　　　　　☎６７２－２７７４

農業委員会からのお知らせ
標準小作料を改訂しまし標準小作料を改訂しましたた　　４月１日から適用
　小作料は、農地の貸し手と借り手の話し合いで決

められるものですが、農業委員会では、その目安とな

る「標準小作料」をおおむね３年ごとに改定していま

す。

　この度、４月１日から適用する標準小作料を改訂

しましたのでお知らせします。
（単位：円／１０ａ）

備　　　考

標準小作料
農地
区分 増減

(Ａ)－(Ｂ)
改訂前
（Ｂ）

改訂後
（Ａ）

平坦地域のほ場整備完
了田（基準収穫量平均
５００ｋｇ）

△２，０００８，０００６，０００Ａ

田
Ａ以外のほ場整備完了
田及び平坦地域の未完
了田（基準収穫量平均
４４０ｋｇ）

△２，０００６，０００４，０００Ｂ

Ａ及びＢ以外の田（基
準収穫量平均３８０ｋｇ）

△２，０００４，０００２，０００Ｃ

市内全域△１，０００３，０００２，０００畑

▽募集する住宅

募集
戸数

家賃
（月額）

間取り場所住宅の名称

１戸
２０，６００円～
３４，１００円

３ＤＫ
生野町
猪野々

猪野々団地（Ｃ）①

１戸
２３，６００円～
３９，０００円

３ＤＫ
和田山町
枚田

枚田住宅②

４戸８２，０００円４ＬＤＫ
生野町
口銀谷

特定公共賃貸住宅
（生野２区住宅）
③

市
営
住
宅
入
居
者

募

集

 
募

集
 
 

但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員



　
市
で
は
、
市
民
の
誇
り

と
一
体
感
を
醸
成
す
る
た

め
、
朝
来
市
の
歌
・
花
・

木
な
ど
の
制
定
に
向
け
た

「
朝
来
市
の
歌
・
花
・
木
等

選
定
委
員
会
」
の
委
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員
　
５
人
以
内

▽
応
募
資
格
　

・
満
　
歳
以
上
で
市
内
に

２０

　
在
住
し
、音
楽
や
花
、木

　
な
ど
に
関
心
の
あ
る
人

・
市
が
設
置
す
る
ほ
か
の

　
委
員
会
な
ど
の
委
員
を

　
兼
ね
て
い
な
い
人

▽
委
員
の
任
期
　
市
の
歌

　
・
花
・
木
な
ど
の
選
定
の

　
日
ま
で

▽
活
動
回
数
　
月
１
回
程

　
度
の
会
議
に
出
席

▽
委
員
の
報
償
　
１
回
の

　
出
席
に
つ
き
４
千
円

▽
応
募
方
法
　
所
定
の
申

　
込
用
紙
に
よ
り
応
募
し

　
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
用
 

　
紙
は
本
庁（
市
民
課
、ま

　
ち
づ
く
り
推
進
課
）・
各

　
支
所
窓
口
に
設
置
。
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　
載
。）

▽
選
考
方
法
　
書
類
選
考

　
（
選
考
結
果
は
応
募
者

　
全
員
に
郵
送
で
通
知
）

▽
応
募
締
切
　
２
月
　
日
２０

　
　
必
着
（
郵
送
は
当
日

（金）
　
消
印
有
効
）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
緯
６
７
２－
６
１
３
７

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
６
７
２
―
４
０
４
１

　
４
月
開
講
の
「
社
会
福

祉
法
人
神
戸
い
の
ち
の
電

話
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
電
話
相
談
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
研
修
期
間
　
４
月
～
平

　
成
　
年
３
月
（
毎
週
木

２２

　
曜
日
、　

時
　
分
～
　

１８

３０

２０

　
時
　
分
）

３０

▽
研
修
会
場
　
神
戸
市
立

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　（
神
戸
市
中
央
区
橘
通

　
３
―
４
―
１
）

▽
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
、

２３

　
　
歳
ま
で
の
人
（
学
歴
・

６４
　
職
業
は
問
い
ま
せ
ん
）

▽
定
員
　
　
人
３０

▽
申
込
金
　
２
千
円

▽
受
講
料
　【
Ⅰ
期
】
２
万

　
円
／
【
Ⅱ
期
】
２
万
円

　
／
【
Ⅲ
期
】
１
万
円

▽
応
募
方
法
　
次
の
書
類

　
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

・
所
定
の
申
込
書

・
応
募
動
機
（
Ａ
４
サ
イ

　
ズ
で
８
百
字
前
後
・
横

　
書
）

・
返
信
用
封
筒
（
住
所
氏

　
名
記
入
・
　

円
切
手
貼

８０

　
付
）

・
申
込
金
 ２
千
円
（
　８０

　
円
切
手
　
枚
）

２５

▽
申
込
締
切
　
３
月
　
日
１３

　
　
必
着

（金）
▽
申
込
先
　
神
戸
い
の
ち

　
の
電
話
相
談
員
養
成
講

　
座
事
務
局
（
〒
６
５
０
―

　
８
６
９
１
 神
戸
支
店
郵

　
便
私
書
箱
１
１
０
３
号
）

　
☎
０
７
９
―
３
７
１
―
４
４
０
５

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

・
和
田
山
健
康
福
祉
事
務

　
所
健
康
増
進
課

　
☎
６
７
２－

６
８
７
０

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５
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暮らしのお知らせ

■問い合わせ先　市役所健康課　☎６７２－５２６９

◆◆献血にご協力を◆◆

場 所日 時

山東老人福祉センター
１０時～１１時
１２時３０分～１５時

２月１６日（月）

※４００ｍｌ献血へのご協力をお願いします。

　朝来市を応援していただける方を募集しています。

　市外に住んでいる家族や友人で、ふるさと寄附に賛

同していただける方がありましたら、市役所企画政策

課までお知らせください。パンフレットと寄附金払込

票を送付させていただきます。

　　　ありがとうございました。　　　
　これまで５６人の皆さんから心温まる寄附をいただ

きました。

ふるさと寄附収納状況　　　　　　　１月１３日現在
 氏 名 （平成２０年１１月１４日以降に寄附をいただいた皆さん）金　額件数　 項　 目　

東京都　大津雅子様所沢市　井口正彦様

４６６，０００円２５件
地域の魅力あ
ふれるふるさ
とづくり

東京都　畠山義生様東京都　千種秀夫様

愛知県日進市　垣尾哲夫様調布市　藤田久登様

ほか匿名５人

東京都　上村弘子様山梨県忍村　仙賀正俊様
７７０，０００円１１件

生きがいを実感でき
るふるさとづくり ほか匿名６人

所沢市　藤原良平様姫路市　秋田光寛様
６０５，０００円８件

共に学びふれあう
ふるさとづくり ほか匿名２人

川口市　森 俊輔様藤沢市　松尾一一様
１，９３２，０００円１２件その他

ほか匿名５人

３，７７３，０００円５６件計

■問い合わせ先　市役所企画政策課　☎６７２－６１１０

ふるさと寄附にご協力ください

朝
来
市
の
歌
・
花
・
木
等

選
定
委
員
会

「
社
会
福
祉
法
人
神
戸
い
の

ち
の
電
話
」
電
話
相
談
員

　社会保険事務所の出張年金相談・納付相談が次

のとおり実施されます。

日　時　２月２５日（水）　　１０時～１６時

場　所　市役所山東庁舎２階 　２０１・２０２号室

年金相談のお知らせ

■問い合わせ先　市役所市民課　☎６７２－６１２０
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２
１
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ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

◎犬の放し飼い。ふんの不始末。　飼主は、責任を持って。犬の登録・狂犬病予防注射も忘れずに。

☎６７６－４５８７　休 月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

朝来からの風「朝展」２００９ 優秀作品展　

期間：２月７日（土）～２２日（日）

Asago style～立体作家の提案～　

期間：２月２７日（金）～３月１０日（火）

あさご芸術の森美術館

新 し い ア ー ト「 布 彩 画 と ハ ガ キ 絵 展 」　 　 　  

期間：２月５日（木）～15日（日）

エ ッ グ DEア ー ト 卵 の 殻 の 貼 り 絵 展　 　 　

期間：２月１９日（木）～３月１日（日）

ヒメハナ公園展示会

[入館料]

大人：５００円

大学生・高校生：３００円

小中学生：２００円

☎６７０－４１１１　休 水曜日、祝日の翌
日（水曜日が祝日の場合はその翌日）

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００　休 月曜日（月
曜日が祝日の場合その翌日）

第１３回兵庫県警察音楽隊ふれあいタウンコンサート
《全席自由》　公演日：２月１１日（水）／開演：１３時３０分／

開場：１３時／入場無料 ※友の会による優先発行はありま

せん。【地元出演団体】市内全中学校、高等学校吹奏楽部

 入場整理券発行中

爆笑！お笑いバトル２００９ｉｎＡＳＡＧＯ　《全席指定》

公演日：２月２２日（日）／開演 【１回目】１２時 【２回目】１５

時／料金：３，８００円（当日は３００円増）※友の会会員は、チ

ケット２枚まで３，５００円／出演：髭男爵、小島よしお、鳥

居みゆき、ヒロシ、三拍子、さくらんぼブービー

前売券好評発売中

ＪＡＹＷＡＬＫ ＣＯＮＣＥＲＴ ＴＯＵＲ ２００９／もう一度…
《全席指定》　公演日：２月２８日（土）／開演１８時３０分／

開場１８時／料金：５，５００円（当日は３００円増）※友の会会

員は、チケット２枚まで５，２００円　前売券好評発売中

生野マインホール ☎６７９－４５００　休 月曜日

柄本明さんと劇団東京乾電池による

ＡＳＡＧＯ演劇セミナー２００８～２００９　カラカラ天気と五人の紳士

《全席指定》　公演日：３月２８日（土）／開場：【第１部：セ

ミナー受講生】１５時 【第２部：劇団東京乾電池座員】１７時

／料金：大人１，０００円、高校生以下５００円（当日は３００円

増） ※上記料金で２公演とも鑑賞することができます。

前売券好評発売中
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　市では、市税などを滞納すると財産を差し押

さえていますが、３月からヤフー株式会社のイ

ンターネット公売システムを利用してインター

ネット上で公売を実施します。

入札参加手続　参加者はYahoo！JAPANのＩ

　Ｄを取得し（既に取得している人は不要）、イ

　ンターネットから申し込みます。

公売参加申込期間　２月１３日（金）～２６日（木）

入札期間　３月３日（火）～３月５日（木）

公売物件　電化製品、衣類、

　絵画、座卓など

※下見会　市役所健康福祉

　部（アートほほえみ）２階

　日時：２月１５日（日）

　　　　１０時～１６時

　詳しくは市ホームページに掲載しています。

　市ホームページ http://www.city.asago.hyogo.jp/

■問い合わせ先　税務課管理収納担当
　　　　　　　　☎６７２－６１１９（内線２２２）

市税などの滞納者から差し押
さえた財産を公売します！

　朝来市山東農村広場（朝来市山東町粟鹿１４７番地２）と朝来市山東野外活動施設「さんとうアウトドアビ

レッジ」（朝来市山東町粟鹿１７８１番地１）は、４月１日から「指定管理者制度」に移行し、両施設の利用受付や

維持管理業務は指定管理者となる「山東自然の家管理組合」が行います。

　市と山東自然の家管理組合は、これまで以上に使いやすく、そして親しまれる施設となるよう利用者サー

ビスの維持・向上に努めます。皆さんのご利用をお待ちしています。

山東農村広場と山東野外活動施設「さんとうアウトドアビレッジ」を指定管理者による管理へ移行します

■問い合わせ先　市教育委員会社会教育課　☎６７７－２１１６

小
・
中
・
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別
支
援
学
校
の
非

常
勤
講
師（
初
任
教
員
研
修
）

公売物件（電子レンジ）
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暮らしのお知らせ

がん検診・そのほかの検診　下記の各検診は、年齢の該当する市民であれば医療保険に関係なく、誰でも受診
　できます。

◎ほかの医療保険(会社の健康保険や共済組合など)に加入している人の特定健診

・肺がん検診（３０歳以上）

・胃がん検診（３０～７９歳）

・大腸がん検診（３０歳以上）

・前立腺がん検診(５０歳以上の男性)

・肝炎ウイルス検診(４０歳以上)

・子宮がん検診（２０歳以上の女性）

・乳がん甲状腺検診(４０歳以上の女性)

・骨粗しょう症検診（４０・４５・５０・５５・

　６０・６５・７０歳の女性）

・歯科検診（４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳）

・腹部エコー検診（４０～６９歳）

・結核検診（６５歳以上）

会社での健診を受けてください。本人

「特定健診受診券」があれば、市が実施する特定健診を受けることができます。受診券の発行は、勤
務先の会社か加入している医療保険者にお問い合わせください。

家族（被扶養者）

■問い合わせ先　市役所市民課　☎６７２ー６１２０　　市役所健康課　☎６７２ー５２６９

▼

▽市から各健診の申込書を該当の世帯に送ります。（２月下旬に郵送）申込書の送付

▽各健診とも事前の申込が必要です。
▽申込書と同封の説明書をよくお読みになり、申込書を返送してください。（申込締切は３月中旬）

申込

▽各健診とも実施の約１か月前に受診票や案内文を送ります。案内

▽受診案内に沿い、「受診票」と「健診費用」、特定健診の場合は「特定健康診査受診券」と「保
　険証」を持って、指定の日時・会場で受けてください。

受診

▽各健診とも健診日から約２～４週間後結果を郵送します。（歯科検診は健診当日にお返しします）
▽結果に基づいて、生活習慣を見直したり、必要であれば医療機関で精密検査や再検査を受けたりし
　てください。
▽健康づくりのための教室を実施します。該当者にはご案内しますので、積極的に参加して健康づ
　くりの一助としてください。

結果の送付

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞
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　その文書と健康保険証などを持って窓口にお越しください。代理人による申請の場合も文書で本人確認を行

　います。）／印鑑／写真（顔写真付きカードの交付を受ける場合のみ。縦４．５㌢×横３．５㌢で無帽・無背景のもの。

　市役所窓口でも無料で撮影できます。）／委任状（代理人申請の場合のみ）

※顔写真付きの公的身分証明書を持参した場合でも各支所地域振興課で交付申請したときは、カードの交付は

　後日になります。

■問い合わせ先　市役所市民課　☎６７２ー６１２０

▼ ▼ ▼
～住基カードの交付までの流れ～

④カードの交付
　パスワードの入力

③カードの発行②申込①カード交付申
　請書に記入

発行されたカードに
暗証番号を入力しま
す（４桁の数字）。記録
されれば完了です！

本庁の窓口で交付申
請書を提出し、顔写
真付きの公的身分証
明書で本人確認がで
きるときは、即日交
付が可能です。

本人確認や申請内容
の確認、写真撮影（希
望者のみ）後、カード
を発行します。顔写真
付きの公的身分証を
持っている人は、必ず
お持ちください。

住民基本台帳カード
交付申請書に必要事
項を記入してくださ
い。また、市のホーム
ページからもダウン
ロードできます。

各
健
診
の
受
診
ま
で
の
流
れ
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特定健診　メタボリックシンドローム(内臓脂肪症候群)の該当者やその予備群となる人を早期に発見し、保健
　指導を通じて生活習慣病を予防・改善するために行われる健診。朝来市国民健康保険加入者には市が、ほかの

　医療保険（会社の健康保険や共済組合など）に加入している人は、加入先の医療保険者が行います。（後期高齢

　者医療加入者には、兵庫県後期高齢者医療広域連合の委託を受けて、市が基本的な健診のみ行います。）

朝来市健康増進計画～健康あさご２１～

自分のからだに関心を持ち、生活習慣病を予防しよう！

定期的に健康診断を受け、病気の早期発見・早期治療に努めよう！
平成２１年度各種健診のお知らせ

　市は、「健康増進法」や「高齢者の医療の確保に関する法律」などに基づき、平成２１年度も特定健診など

各種健診を実施します。定期的に検診を受け、自分の健康状態を把握して健康づくりに取り組みましょう。

問診・診察・身体計測・血圧・尿検査・血液検査基本的な健診（受診される全員に実施）内

容
貧血検査・心電図・眼底カメラ

詳細な健診（前年の健診結果や健診当日の医
師の判断などにより、必要な人にのみ実施）

※左記の特定健診を申し込んだ人には、市が「特定健康診査受診券」
　を発行します。受診時には、必ず「特定健康診査受診券」を持参して
　ください。

３０～７４歳の朝来市国民健康保険加入者対

象

者

後期高齢者医療受給者

３０歳以上の生活保護受給者

総合健診(地区巡回）時か、市内医療機関のいずれかで受けてくだ
さい。

４０～７４歳の朝来市国民健康保険加入者
受

診

方

法
総合健診(地区巡回)時に受けてください

３０～３９歳の朝来市国民健康保険加入者・後期高
齢者医療受給者・３０歳以上の生活保護受給者

愚

寓

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

住基カードの交付手数料が期間限定で無料になりました！
　住民基本台帳カード（住基カード）の普及を目的として、平成２３年３月３１日までの間に

限り、住基カードを無料で交付します。（通常の交付手数料は５００円）

　住基カード申請の手続きは簡単。市役所本庁市民課・各支所地域振興課の窓口で手に入

れることができます。（２種類のタイプがあり、どちらも有効期間は１０年間です。）

顔写真付きの住基カードは、公的身分証明書として利用できます　住民票や戸籍謄
　抄本・印鑑登録証明書などの取得、戸籍の届出、銀行などの金融機関で新規口座開設

　や１０万円を超える振込、クレジットカードなどの契約の際の本人確認などに利用でき

　ます。

インターネット申請・届出に利用できます　住基カードと電子証明書を取得すれば、
　行政手続きのインターネット申請（電子証明書の発行は別途５００円の手数料が必要）や

　国税の電子申告・納税（e－Tax：オンライン確定申告）が可能になります。

『住基カード』の交付申請に必要なもの　運転免許証やパスポートなどの顔写真付きの公的身分証明書（顔写
　真付きの公的身分証明書がなくても手続き可能です。申請後に、本人確認のための文書を送付します。改めて

住基カード（顔写真付き）

住基カード（顔写真なし）

アダプト制度〈美しいまち（道）づくり〉にご協力ください。　申込随時受付中　市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）



　
市
は
、
各
会
場
で
２
月
　
日
１６

　
か
ら
３
月
　
日
　
ま
で
の
期

（月）

１６

（月）

間
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。）の

８
時
　
分
～
　
時
に
、
所
得
税

３０

１７

の
確
定
申
告
と
個
人
市
県
民
税

の
申
告
受
付
及
び
申
告
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
和
田
山

税
務
署
で
も
、
所
得
税
の
確
定

申
告
及
び
申
告
相
談
を
行
い
ま

す
。
　
な
お
、３
月
３
日
　
、４
日
　

（火）

（水）

は
和
田
山
納
税
協
会
・
近
畿
税

理
士
会
和
田
山
支
部
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
、「
税
理
士
に
よ
る
所

得
税
に
関
す
る
相
談
会
」
も
　１０

時
～
　
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

１６

　
次
の
よ
う
な
人
は
確
定
申
告

の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
商
売
な
ど
個
人
で
事
業
を
営

　
ん
で
い
る
人
や
不
動
産
収
入

　

　
が
あ
る
人

▼
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て

　
い
る
人
で
、
給
与
所
得
や
退

　
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の

　
合
計
が
　
万
円
を
超
え
る
人

２０

▼
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受

　
け
て
い
る
人

▼
年
金
所
得
者
の
う
ち
、
所
得

　
税
の
納
付
が
必
要
な
人
（
源

　
泉
徴
収
さ
れ
て
い
て
も
税
が

　
不
足
す
る
場
合
な
ど
）

▼
土
地
、
建
物
や
ゴ
ル
フ
会
員

　
権
な
ど
の
資
産
を
譲
渡
し
た

　
人

※
こ
の
ほ
か
に
も
必
要
な
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
人
で
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
金
な
ど
が
納
め
過

ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
還
付

を
受
け
る
た
め
の
申
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

　
人
や
公
的
団
体
な
ど
（
別
途

　
定
め
あ
り
）
に
寄
付
を
行
っ

　
た
人

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

　
事
前
に
必
ず
各
病
院
ご
と
に

　
領
収
書
を
集
計
し
て
お
い
て

　
く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
（
償
還
期

　
間
が
　
年
以
上
な
ど
一
定
の

１０

　
要
件
あ
り
）
を
利
用
し
て
マ

　
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
人
や

　
増
改
築
を
行
っ
た
人

▼
年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の

　
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年

　
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
の
納

２０

付
は
、
３
月
　
日
　
ま
で
に
お

１６

（月）

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
振
替
納

税
を
す
る
と
、
４
月
　
日
　
に

２２

（水）

口
座
引
き
落
と
し
と
な
り
、
資

金
の
準
備
に
余
裕
が
で
き
ま
す
。

　
個
人
で
事
業
を
し
て
い
る
人

で
、
消
費
税
の
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
次
の
よ
う

な
場
合
で
す
。

▼
平
成
　
年
分
の
課
税
売
上
高

１８

　
が
１
千
万
円
を
超
え
る
場
合

▼
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択

　
届
出
書
」
を
提
出
し
た
場
合

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

申
告
と
納
税
は
、
同
時
に
１
枚

の
申
告
書
と
納
付
書
に
よ
っ
て
、

申告受付・相談会、税理士による相談会の日時と場所

開催場所
税理士による
相談会開催日

申告受付・申告
相談会開催日  

地域

生野庁舎裏１階会議室

２月１６日（月）
～

３月１６日（月）

生野

和田山農業研修セン
ター２階 (市役所裏)

３月３日(火)和田山

山東庁舎１階市民室山東

朝来庁舎３階会議室３月４日(水)朝来

申
告
受
付
・
申
告
相

申
告
受
付
・
申
告
相
談談

所所
得
税
の
確
定
申
告
が

得
税
の
確
定
申
告
が
必必

要
な
要
な
人人

所
得
税
の
確
定
申
告
を

所
得
税
の
確
定
申
告
を
すす

れ
ば「
所
得
税
」が
戻

れ
ば「
所
得
税
」が
戻
るる
人人

個
人
事
業
者
の
消
費
税

個
人
事
業
者
の
消
費
税
とと

地
方
消
費
税
の
申

地
方
消
費
税
の
申
告告

第
　
回
３７
和
田
山
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
月
１
日
開
催

広報 朝朝来来 １６

忘
れ
ず
に
！

お
早
め
に

忘
れ
ず
に
！
　
お
早
め
に
！！

税税税税税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告告告
とととととととととととととととととと
納納納納納納納納納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税税税税税税税税税

確
定
申
告
は
、
前
年
１
年
間
の
所
得
に
対
す
る
所
得
税
を
精
算
す

　
確
定
申
告
は
、
前
年
１
年
間
の
所
得
に
対
す
る
所
得
税
を
精
算
す
るる

手
続
で
す
。
申
告
の
受
付
は
２
月

手
続
で
す
。
申
告
の
受
付
は
２
月
　
日日
　
か
ら
３
月

日

か
ら
３
月
　
日
　
ま
で
で
す
。

ま
で
で
す
。

１６１６

（月）（月）

１６１６

（月）（月）

期
限
間
際
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

期
限
間
際
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
でで
、
申
告
は
お
早
め
に
。

、
申
告
は
お
早
め
に
。
住
民
税

住
民
税
（（
個個

人
市
県
民
税

人
市
県
民
税
））
の
申
告
も
併
せ
て
受
け
付
け
ま

の
申
告
も
併
せ
て
受
け
付
け
ま
すす
。。
個
人
事
業
者
の
消
費

個
人
事
業
者
の
消
費

税
・
地
方
消
費
税
の
申
告
は
、
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
。
期
限
は

税
・
地
方
消
費
税
の
申
告
は
、
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
。
期
限
は
３３

月月
　
日日
　
。。
こ
ち
ら
も
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う

こ
ち
ら
も
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。。

３１３１

（火）（火）

所
得
税
の
確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
は
２

所
得
税
の
確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
は
２
月月
　
日
～
３
月

日
～
３
月
　
日
、
日
、

１６１６

１６１６

消
費
税
と
地
方
消
費
税
は
３
月

日
ま
で

消
費
税
と
地
方
消
費
税
は
３
月
　
日
ま
で
にに

３１３１

　
　
コ
ー
ス

４．０
ｋｍ

中
学
生
男
子

　
歳
代
男
子

１０　
歳
代
男
子

２０　
歳
以
上
男
子

３０

第
１
位

足
立
真
史（
野
村
）

愛
原
真
人（
玉
置
）

鳥
井
康
太（
土
田
）

森
本
廣
美（
豊
岡
市
）

　
　
コ
ー
ス

２．０
ｋｍ

中
学
生
女
子

　
歳
未
満
女
子

３０　
歳
代
男
子

３０　
歳
代
男
子

４０　
歳
以
上
男
子

５０

第
１
位

高
本
麻
未（
久
世
田
）

佐
藤
園
子（
法
道
寺
）

北
垣
克
幸（
中
）

林
　
研
志（
姫
路
市
）

松
原
昭
雄（
三
田
市
）

　
　
コ
ー
ス

１．４
ｋｍ

小
学
生
女
子

　
歳
以
上
女
子

３０小
学
生
男
子

第
１
位

世
木
　
悠（
竹
田
）

中
島
孝
代（
立
ノ
原
）

松
原
邦
晃（
枚
田
）

　法務省と全国人権擁護委員連合会主催の第２８

回全国中学生人権作文コンテストで、生野中学校

に「全国中学生人権作文コンテスト」の感謝状が

贈られました。

　生野中学校は、同コンテストに永年の間応募し、

中学生の人権意識の高揚に尽力してきたことが認

められての受賞となりました。

全国中学生人権作文コンテスト 生野中に感謝状



納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
対

し
て
行
い
ま
す
。
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
申
告
期
限
と
納

期
限
は
、
３
月
　
日
　
ま
で
で

３１

（火）

す
。
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き

に
は
、
付
表
の
添
付
も
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
す

る
と
、
４
月
　
日
　
に
口
座
引

２７

（月）

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
和
田
山
税
務
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
個
人
市
県
民
税
申
告
書
を
２

月
初
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
申
告
書
は
、
１
月
１
日
現
在

で
　
歳
以
上
で
、
所
得
が
給
与

１８
所
得
だ
け
で
個
人
市
県
民
税
が

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

人
と
平
成
　
年
分
の
申
告
で
青

１９

色
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
人

を
除
い
た
人
に
郵
送
し
て
い
ま

す
。
収
入
や
経
費
、
控
除
に
関

す
る
事
項
な
ど
を
記
入
し
て
、

記
名
、
押
印
の
上
３
月
　
日
　

１６

（月）

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
又
は
各

支
所
地
域
振
興
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
人
は
、
こ
の
個

人
市
県
民
税
申
告
書
の
提
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
収
入
が

無
い
又
は
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
や

誰
か
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
場

合
、
学
生
の
場
合
は
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
し
な

い
場
合
は
、
所
得
証
明
書
な
ど

の
発
行
が
で
き
な
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
昨
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
る

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が

減
額
と
な
り
、
所
得
税
か
ら
控

除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額

が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

　
平
成
　
年
末
ま
で
に
入
居
し

１８

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
て
い
る
人
で
、
平
成
　
年
２０

分
の
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、

翌
年
度
の
住
民
税（
所
得
割
）か

ら
控
除
で
き
ま
す
。

　
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
毎

年
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
か
ら

２０

控
除
し
き
れ
な
い
額
が
発
生
し

た
場
合
は
、
３
月
　
日
ま
で
に

１６

１
月
１
日
時
点
で
在
住
の
市
区

町
村
へ
「
市
町
村
民
税
道
府
県

民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
e－

T
a
x
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
電
子
申
告

　
自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
、

e－

T
a
x
に
送
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
の
確

２０

定
申
告
を
本
人
の
電
子
署
名
及

び
電
子
証
明
書
を
付
し
て
、
申

告
期
限
内
に
e－

T
a
x
で
行

う
と
、
所
得
税
額
か
ら
最
高
５

千
円
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。た
だ
し
、平
成
　
年
１９

分
の
確
定
申
告
で
本
控
除
の
適

用
を
受
け
た
人
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

○
添
付
書
類
を
提
出
省
略

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
e－

T
a
x
で
行
う
場
合
、
医
療
費

の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど

は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し

て
送
信
す
る
こ
と
で
提
出
や
提

示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年

間
、
書
類
の
提
出
又
は
提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。）

※
e－

T
a
x
で
送
信
す
る
場

　
合
は
事
前
に
開
始
届
出
書
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
和
田
山
税
務
署

　
緯
６
７
２－

３
１
７
１

　
市
役
所
税
務
課

　
緯
６
７
２－

６
１
１
９

税源移譲後

税源移譲前

所得税所得税額額
住宅ロー住宅ローンン
控除可能控除可能額額

納付すべ納付すべきき
所得税所得税額額

住 宅 ロ住 宅 ロ ーー
ンン控除控除額額

所得税所得税額額がが
減減少少

所得税所得税額額

住宅ロー住宅ローンン
控除可能控除可能額額

所得税住所得税住宅宅
ローン控除ローン控除額額

控除しき控除しきれれ
なかったなかった額額

住民税住住民税住宅宅
ローン控除ローン控除額額

納付すべ納付すべきき
住民税住民税額額

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額額

所得税から控除しきれなかった住宅

ローン控除額を翌年度の住民税（所得

割）から控除

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少

減少

 措
置
 

▼

税源移譲による個人住民税の住宅ローン控除について

個
人
市
県
民
税
申
告
書

個
人
市
県
民
税
申
告
書
のの

送
付
と
提

送
付
と
提
出出

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除除

額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た

額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
人人

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せせ

　県は、県有地を一般競争入札により売却します。

入札の参加には、事前申込みが必要です。

▽売却物件　和田山町和田山字東裏１４８番４

　地目：宅地　面積：２６４．３１㎡

　最低売却価格：４，２５６，０００円

▽入札日・場所　３月６日（金）　県和田山庁舎

▽受付期間　２月２４日（火）まで

　※申込には所定の書類が必要です。● 県有地を売却します ●
■問い合わせ・申込先

　県庁企画県民部管理局管財課公有財産係

　☎０７８－３４１－７７１１（代表）内線２５５０、２５５１

　FAX ０７８－３６２－３９４３

　E-mail kanzaika@pref.hyogo.lg.jp

　※ホームページにも掲載しています

　http://web.pref.hyogo.lg.jp/pa10/pa10_000000015.html

● ●● ●

平成２１年２月平成２１年２月号号１７



健康コーナー

広報 朝朝来来 １８

2月１日～７日は　「生活習慣病予防週間」です

　わが国は、世界で最も長寿の国となり、超高齢社会

へと進んでいます。これからはただ「長寿」を目指す

のではなく、「住み慣れた地域でできるだけ自立して、

何歳になっても自分らしくいきいきと暮らしていけ

ること」を目指すことが大切です。

◇生活機能…人が生きていくための ちから を持ち続
・ ・ ・

　けましょう！

　わたしたち人間の身体は「命」とともに「生活」を伴

うものです。

　理想的な生活とは、ただ身体が健康というだけで

なく、心も安定し、したいことができ、楽しみが持て

ること、また人に頼ったり頼られたりしながら、生き

ることの張りを得たり生活の満足を

感じること。「生活」していくために

は、これらの力を何歳になっても持

ち続けることが大切となります。

◇生活に必要な力“生活機能”とは

　●身体の動き

　●心の動き

　●食事・着替え・排せつ・入浴などの日常生活動作

　●家事能力

　●職業能力

　●家庭での役割

　●社会での役割

　地域包括支援センターでは、『元気

で長生き』を目指して“生活機能”を

持ち続けることができるための秘け

つについて、相談やアドバイスをし

ています。

　生活習慣病の最大の危険因子は、肥満（特に内臓脂肪型肥満）。これに、高血圧や高血糖、脂質異常といった危

険因子を２つ以上あわせもった状態を「メタボリックシンドローム」といい、心筋こうそくや脳こうそくなど

を起こす危険性が高くなります。

　冬の季節は、外にでる機会も少なく活動量も減って、いつの間にか体重は増加しがちです。健康的な食生活

や運動習慣などを意識した生活を心がけましょう。

■問い合わせ先
・朝来市地域包括支援センター　☎６７２－６１２５

■問い合わせ先

　市役所健康課（和田山保健センター）

　☎６７２－５２６９　FAX６７２－５３６９

健康情報テレホンサービス （２月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL http://www.hhk.jp

オムツを早くはずしたいと思っていませんか？月曜日
虫歯はうつりますか？－乳幼児からの予防－火曜日
ウンチのお話水曜日
口臭に悩むあなたへ木曜日
救急車を呼ぶ前に金・土・日

県内どこからでも利用できます。（携帯電話・PHSからは利用できません）

【電話番号】

～介護予防～　「長寿」から「元気で長生き」へ 窓地域包括支援センターの

“毎日体重をはかり、コントロールしよう” …“健康あさご21”生活習慣病より

あなたの体格は肥満？それとも？

　BMI=体重（Kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

　[判定]　25.0以上…肥満

　　　　　18.5以上25.0未満…正常

　　　　　18.5未満…やせ

あなたの適正体重は？

 適正体重（kg）＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×２２ 

適正体重を知り、常に維持できるように努めま

しょう。

減量目標…３～６か月かけて、今の体重の５％

　　　　　程度減らすことを目標に

運動で内臓脂肪を減らそう　

・ウォーキングや水中運動などの有酸素運動で積極的に

　減らそう。

・運動の強度は会話ができ軽く汗ばむ程度。できれば１

　日２０分以上週３回以上を目安に。　

余分な内臓脂肪を蓄えない食生活のコツ

①バランスのよい食事を１日３食、なるべく決まった時

　間に食べる

②１口３０回、ゆっくりかんで、満腹感を得る

③脂肪分を減らす努力を

④野菜や海藻、きのこなど食物繊維から食

　べ始めよう

⑤夕食は寝る２～３時間前には食べ終わる

⑥アルコールは適量、週に２日は休肝日をつくる

⑦塩分は１日１０ｇ未満、レモンや酢などの酸味や風味を

　上手に使って薄味に

内臓脂肪を減らすコツは？



平成２１年２月平成２１年２月号号１９

 第９回 　粟鹿地域自治協議会
自分たちの

は
自
分
た
ち
で
　!!

まち
～自考・自行、共助・共創のまちづくり～

　
わ
た
し
た
ち
の
粟
鹿
地
域

は
朝
来
市
の
東
側
に
位
置
し
、

雄
大
な
粟
鹿
山
の
ふ
も
と
に

広
が
る
自
然
豊
か
な
所
で
す
。

集
落
の
周
り
に
は
学
習
施
設

や
福
祉
施
設
の
ほ
か
、由
緒

あ
る
神
社
や
仏
閣
が
あ
り
歴

史
的
に
も
文
化
的
に
も
誇
れ

る
地
域
で
す
。ま
た
、近
年
北

近
畿
豊
岡
自
動
車
道
春
日
和

田
山
道
路
が
開
通
し
、但
馬

の
玄
関
口
と
も
言
え
る
山
東

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き

た
こ
と
で
京
阪
神
に
最
も
近

い
立
地
条
件
の
良
い
地
域
と

な
り
ま
し
た
。こ
こ
に
４
８

２
世
帯
１
，３
４
６
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
が
、少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、今
後
、

ど
の
よ
う
に
集
落
を
維
持
し

活
性
化
し
て
い
く
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
７
月
　
日
に

２７

設
立
総
会
を
開
催
し
て
か
ら

６
か
月
が
経
過
し
た
粟
鹿
地

域
自
治
協
議
会
で
は
、現
在

３
つ
の
部
会
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　「
地
域
づ
く
り
部
会
」で
は
、

農
業
を
中
心
と
し
た
地
域
産

業
の
振
興
や
伝
統
文
化
の
継

承
・
支
援
な
ど
を
取
り
上
げ
、

今
後
の
活
動
を
検
討
中
で
す
。

　「
環
境
安
全
部
会
」で
は
、

環
境
と
防
犯
・
交
通
安
全
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、お
年
寄
り

か
ら
子
ど
も
ま
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
今
後
の
取
組
な
ど
の
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

ゴ
ミ
対
策
に
つ
い
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
協
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　「
生
涯
学
習
・
健
康
福
祉
部

会
」で
は
、福
祉
活
動
と
子
育

て
支
援
、ス
ポ
ー
ツ
文
化
活

動
を
テ
ー
マ
に
協
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。昨
年
９
月
　
日
２７

に
は
ス
ポ
ー
ツ
　
と
の
共
催

２１

で『
粟
鹿
地
域
交
流
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
』や『
輪
投

げ
大
会
』を
開
催
。老
若
男
女

が
集
い
有
意
義
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、昨
年
　
月
１２

６
日
に
は
粟
鹿
小
学
校
の
体

育
館
で『
福
祉
講
演
会
』と

『
落
語
の
会
』を
開
催
。終
了

後
は
部
会
員
に
よ
る『
に
こ

に
こ
ぜ
ん
ざ
い
の
会
』が
催

さ
れ
、多
く
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
協
議
会
の

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
団
体
ご
と
に
実

施
し
て
い
た
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
に
協
議
会
が
関
わ
る
こ
と

で
活
動
の
輪
が
大
き
く
広
が

り
、こ
れ
ま
で
に
は
な
い
粟

鹿
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
で

す
が
協
議
会
の
活
動
を
進
め

て
い
く
中
で
、粟
鹿
地
域
の

皆
さ
ん
に
積
極
的
に
活
動
に

参
加
し
て
頂
き
、共
に
考
え

行
動
し
そ
の
成
果
を
共
有
す

る
こ
と
で
、夢
と
希
望
の
あ

る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、是
非

粟
鹿
地
域
に
お
越
し
頂
き
、

わ
た
し
た
ち
が
気
付
か
な
い

粟
鹿
の
魅
力
な
ど
を
お
話
し

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
会
長
・
福
島
賢
次
さ
ん
）

福祉講演会の聴講の様子（粟鹿

小学校体育館）

環境安全部会の会議の

様子（粟鹿地区農村環

境改善センター）

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

お
互
い
の
よ
さ
や
違
い
を
認
め
合
う

…
連
帯
と
協
働
の
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
に
…

人
権
推
進
共
同
参
画
課
だ
よ
り
　
　

（４０）

　
人
間
の
悲
し
い
 性
 と
い
う

さ

が

の
で
し
ょ
う
か
、わ
た
し
た
ち

は
つ
い
つ
い
、ま
わ
り
の
人
の

欠
点
ば
か
り
に
目
が
向
き
、批

判
だ
け
に
走
っ
た
り
、自
分
と

意
見
や
考
え
方
が
違
う
か
ら

と
 誹
謗
 し
た
り
離
反
し
て
し

ひ

ぼ

う

ま
う
傾
向
が
あ
り
が
ち
で
す
。

「
周
り
の
人
を
大
切
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」「
人
を
差
別

し
て
は
い
け
な
い
」「
相
手
の

立
場
を
尊
重
す
る
」と
い
う
こ

と
は
、常
々
口
に
し
意
識
を
し

て
い
て
も
、現
実
の
生
活
の
中

で
は
、な
か
な
か
実
行
で
き
な

い
面
が
多
い
こ
と
に
反
省
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　
お
互
い
の
違
い
を
認
め

合
っ
て
生
活
し
て
い
く
た
め

に
は
、い
っ
た
い
何
が
必
要
な

の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。そ

れ
は
、ま
ず
一
つ
目
に
は
、ま

わ

り

の

ひ

と

の「
よ

さ
」を

し
っ
か
り
と
認
め
る
こ
と
。そ

れ
ぞ
れ
の
人
が
持
っ
て
い
る

そ
の
人
の
長
所
を
認
め
合
う

こ
と
で
お
互
い
の
人
間
関
係

を
つ
な
ぎ
合
っ
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
考
え
つ
き
ま
す
。
そ
し

て
二
つ
目
は
、自
分
自
身
の
よ

さ
も
自
覚
し
、謙
虚
な
が
ら
も

自
尊
感
情
を
持
っ
て
生
活
す

る
こ
と
。こ
の
こ
と
で
、ま
わ

り
の
人
の
よ
さ
も
一
層
見
え

て
く
る
も
の
な
の
で
す
。よ
さ

を
認
め
合
う
こ
と
で
つ
な
が

る
人
間
関
係
づ
く
り
に
努
力

し
た
い
も
の
で
す
。ま
た
、考

え
や
意
見
の
違
い
を
は
じ
め
、

お
互
い
同
士
の
違
い
は
多
種

多
様
で
す
。違
い
に
は「
あ
っ

て
い
い
違
い
」と「
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
違
い
」
が
あ
り
ま
す

が
、「
あ
っ
て
い
い
違
い
」に
つ

い
て
は
人
間
の
侵
し
て
は
な

ら
な
い
尊
厳
と
し
て
と
ら
え

大
切
に
し
合
う
こ
と
で
す
。も

ち
ろ
ん
、「
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
違
い
」に
つ
い
て
は
、共
に

協
力
し
て
改
善
へ
向
け
て
の

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
連
帯
と
協
働
を
基
盤
と
し

た
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り

の
中
で
、こ
の「
よ
さ
や
違
い

を
認
め
合
う
」
こ
と
を
今
一
度

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
地
域
や

職
場
の
中
で
見
つ
め
直
し
、よ

り
よ
い
暮
ら
し
づ
く
り
へ
向

け
て
努
力
し
あ
い
た
い
も
の

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
人
権
推
進
共
同
参
画
課
　
☎
６
７
２
―
６
１
２
２



各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

朝広　２１．２．１３,５００ 広報 朝来朝来 ２０

２２//16～16～３３/15/15各 種 相 談 の ご 案 内 健康カレ健康カレンンダーダー

この広報紙は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、古紙再生紙を使用しています。

　
新
年
の
初
め
に
は
、初

も
う
で
に
行
き
、今
年
１

年
の
お
願
い
を
し
た
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。▼

和
田
山
上
町
の
二
宮
神

社
で
は
１
月
　
日
に「
十

１０

日
え
び
す
」が
、　
日
に

１８

は
宮
内
の
盈
岡
神
社
で

「
八
幡
大
祭（
厄
神
祭
）」

が
行
わ
れ
、商
売
繁
盛
や

家
内
安
全
、交
通
安
全
を

願
う
人
出
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。▼「
昨
今
の
不

況
か
ら
早
く
抜
け
出
し

て
、今
年
一
年
い
い
年
に

な
る
よ
う
に
」と
願
う
人

が
多
か
っ
た
の
か
、予
想

よ
り
も
大
勢
の
人
が
訪

れ
た
そ
う
で
す
。▼「
冷

凍
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
」に
始

ま
り
、「
世
界
同
時
不
況
」

「
派
遣
・
契
約
社
員
の
解

雇
問
題
」に
終
わ
っ
た
平

成
　
年
で
す
が
、そ
の
一

２０
年
間
に
は「
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」で
の
日
本
代
表

選
手
の
活
躍
や
日
本
人

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
な

ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。▼
平
成
　２１

年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早

や
１
か
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。今
年
は
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
を
払
し
ょ
く
す
る
く

ら
い
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
多
い
年
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

Ｋ

編

集

後

編

集

後

記記

司法書士による登記・相続・多重債務・消
費者問題・成年後見等の無料法律相談会

　相談は無料。電話での予約制です。
■とき・ところ　１３：００～１６：００
　浜坂多目的集会施設　　   　２月１４日（土）
　豊岡市民会館中会議室　　　２月２１日（土）
　和田山ジュピターホール　　　３月７日（土）
■問い合わせ　兵庫県司法書士会但馬支部司
　法書士法律相談委員会
　☎０７９－６７６－３３６８
（予約受付時間：平日９：００～１７：００）

総合法律センター南たじま相談所
　兵庫県弁護士会の弁護士が法律相談（有料。
１回３０分、予約制）をお受けします。
■とき　２月２６日（木）１３：００～１６：００
■ところ　和田山老人福祉センター
■相談料　５，２５０円
■予約　☎０７８－３５１－１２３３

行政相談
　官公庁の仕事についての苦情や意見・要望
などをお聞きします。
■とき　２月１６日（月）　１３：３０～１５：００
■ところ　生野保健センター
　　　　　和田山老人福祉センター
　　　　　山東老人福祉センター
　　　　　朝来老人福祉保健センター

人権相談
　人権問題でお悩みの人、お気軽にご相談く
ださい。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：３０～１５：００
３月１１日（水）生野保健センター
３月１２日（木）市役所本庁舎相談室

〃山東老人福祉センター
〃朝来老人福祉保健センター

心配ごと相談
　経験豊富な相談員が、あらゆる生活上の相
談に応じます。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：００～１６：００

３月４日（水）生野保健センター
２月１２日（木）市役所南庁舎
２月１８日（水）山東老人福祉センター
２月２５日（水）朝来老人福祉保健センター

女性問題相談
　経験豊かな女性カウンセラーが、子育てや
家族、ＤＶやセクハラ等、女性が抱えるさまざ
まな悩みや不安、問題などの相談に応じます。
■とき　３月１１日（水）１３時～１６時（予約制）
■ところ　市防災センター（前ケーブルテレビ和田山局舎）
■予約　市役所人権推進共同参画課　☎６７２－６１２２

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２０年の合計

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

１その他

２合計

１５累計

１８交通事故

救
急

２８一般負傷

６２急病

１１その他

１１９合計

１，２８２累計

（１２月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

２１１２５人身事故

００子ども

死
者
　（人）

２０高齢者

００その他

２０合計

１８１子ども

傷
者
　（人）

４７６高齢者

２２７２８その他

２９２３５合計

１，３１３１１８物損事故

（１２月中）

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

２５空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

１忍 び 込 み１強制わいせつ

１金 庫 破 り０ひったくり

８事務所あらし３１車上ねらい

２出店あらし１自動販売機あらし

９詐 欺 

そ
の
他

６部 品 盗

５傷 害 ４６器 物 損 壊

６暴 行 １１自 動 車 盗

４９万 引 き ４オートバイ盗

（１２月末累計）３３自 転 車 盗

場　　所内　　容曜日日月

山東老人福祉センター献血月１６

２

和田山保健センター
朝来公民館

２歳児歯科健診
脳元気度チェック（予約制）

火１７

朝来福祉多目的ホール３か月児・８か月児健診水１８

朝来公民館
和田山保健センター

こころのケア相談（予約制）
３歳児健診

火２４

山東老人福祉センター
和田山保健センター

離乳食教室
１歳６か月児健診

水２５

和田山保健センター８か月児健診木２６

朝来福祉多目的ホール親子すこやか教室金２７

生野保健センター１歳６か月児・３歳児健診火３

３

和田山保健センター３歳児健診水４

和田山保健センター１歳６か月児健診木５

和田山保健センター
朝来老人福祉保健センター

８か月児健診
献血

金６

生野保健センター３か月児・８か月児健診火１０

和田山保健センター３か月児健診木１２

朝来福祉多目的ホール親子すこやか教室金１３

　市税などの徴収強化対策として、２月に市管理職による特

別徴収を実施します。また、滞納を放置したまま連絡のない

人には、財産調査・差押えなどを強力に進めていきます。

　各種の事情により納付が困難な場合には、早めに税務課に

ご相談ください。

■相談・問い合わせ先　市役所税務課☎６７２－６１１９

管理職による特別徴収を実施します

市税などの徴収強化について
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